
第2回

講師： 高頭 晃紀

（日本ケアコミュニケーションズ チーフコンサルタント）

（ 令和 3年 1月 1 8日介護給付費分科会より ）

基本報酬と加算、運営基準改定のポイント

ココがこうなる！

令和3年介護報酬改定

【短期入所生活介護編】



⚫ 基本報酬は、アップです

⚫ サービス提供体制強化加算の算定要件の変更に注意が必要です

⚫ 見守り機器等の導入により、従来型の夜勤配置が緩和されますが、適用
には慎重に。

⚫ ２０床以上の併設型ショートで、常勤看護職１の縛りがなくなります

⚫ 食事の基準費用額が１４４５円になります

ココがポイント！



① １（ １ ）①感染症対策の強化★

② １（ １ ）②業務継続に向けた取組の強化★

③ ３（２ ）①CHASE ・V IS I T情報の収集・活用とPDCAサイクルの推進★

④ ４（ １ ）⑥人員配置基準における両立支援への配慮★

⑤ ４（ １ ）⑦ハラスメント対策の強化★

⑥ ４（２ ）④会議や多職種連携における I CTの活用★

⑦ ４（３ ）①利用者への説明・同意等に係る見直し★

⑧ ４（３ ）②員数の記載や変更届出の明確化★

⑨ ４（３ ）③記録の保存等に係る見直し★

⑩ ４（３ ）④運営規程等の掲示に係る見直し★

⑪ ６②高齢者虐待防止の推進★

⑫ ６④地域区分★

全 サ ー ビ ス 共 通 （ 項 番 は 「 令 和 ３ 年 度 介 護 報 酬 改 定 に お け る 改 定 事 項 に つ い て 」 よ り ）



○ 短期入所生活介護基本報酬

○ 新型コロナウイルス感染症に対応するための特例的な評価

① １ （ １ ）③災害への地域と連携した対応の強化★

② ２ （ １ ）①認知症専門ケア加算等の見直し★

③ ２ （ １ ）②認知症に係る取組の情報公表の推進★

④ ２ （ １ ）④認知症介護基礎研修の受講の義務づけ★

⑤ ２ （ ４ ）①訪問介護における通院等乗降介助の見直し★

⑥ ２ （ ５ ）①個室ユニット型施設の設備・勤務体制の見直し★

⑦ ２ （ ７ ）⑤特例居宅介護サービス費による地域の実情に応じたサービス提供の確保★

⑧ ３ （ １ ）①リハビリテーション ・機能訓練、口腔、栄養の取組の一体的な推進★

⑨ ３ （ １ ）⑦リハビリテーション計画書と個別機能訓練計画書の書式の見直し★

改 定 事 項 （ 項 番 は 「 令 和 ３ 年 度 介 護 報 酬 改 定 に お け る 改 定 事 項 に つ い て 」 よ り ）



⑩ ３ （ １ ）⑧生活機能向上連携加算の見直し★

⑪ ４ （ １ ）①処遇改善加算の職場環境等要件の見直し★

⑫ ４ （ １ ）②介護職員等特定処遇改善加算の見直し★

⑬ ４ （ １ ）③サービス提供体制強化加算の見直し★

⑭ ４ （ ２ ）①見守り機器等を導入した場合の夜勤職員配置加算の見直し★

⑮ ４ （ ２ ）②見守り機器等を導入した場合の夜間における人員配置基準の緩和★

⑯ ４ （ ２ ）⑫看護職員の配置基準の見直し★

⑰ ５ （ １ ）⑩介護職員処遇改善加算 （Ⅳ ） 及び （Ⅴ ）の廃止★

⑱ ６③基準費用額の見直し★

改 定 事 項 （ 項 番 は 「 令 和 ３ 年 度 介 護 報 酬 改 定 に お け る 改 定 事 項 に つ い て 」 よ り ）



意外に上がりました

基本報酬



⚫ ショートから、病院
へ寄って、自宅に
帰るのに、通院等
条項介助が使える
ようになります

⚫ もちろん、その場
合送迎加算はつき
ません

２ ． （ ４ ） ① 訪 問 介 護 に お け る 通 院 等 乗 降 介 助 の 見 直 し



⚫ 個室ユニット型施設において、ケアの質を維持しつつ、人材確保や職員定着
を目指し、ユニットケアを推進する観点から、１ユニットの定員を、夜間及び
深夜を含めた介護・看護職員の配置の実態を勘案して職員を配置するよう
努めることを求めつつ、現行の「おおむね 10人以下」から「原則としておお
むね10人以下とし、 15人を超えないもの」とする。

⚫ ユニット型個室的多床室について、感染症やプライバシーに配慮し、個室化
を進める観点から、新たに設置することを禁止する。

すでにあるユニット型個室的多床室については、経過的ユニット型となります

２ ． （ ５ ） ① 個 室 ユ ニ ッ ト 型 施 設 の 設 備 ・ 勤 務 体 制 の 見 直 し



○ 生活機能向上連携加算について、算定率が低い状況を踏まえ、その目的で
ある外部のリハビリテーション専門職等との連携による自立支援・重度化防止
に資する介護の推進を図る観点から、以下の見直し及び対応を行う。

通所系サービス、短期入所系サービス、居住系サービス、施設サービスにおけ
る生活機能向上連携加算について、訪問介護等における同加算と同様に、
ICTの活用等により、外部のリハビリテーション専門職等が当該サービス事業
所を訪問せずに、利用者の状態を適切に把握し助言した場合について評価す
る区分を新たに設ける。【告示改正】

３ ． （ １ ） ⑧ 生 活 機 能 向 上 連 携 加 算 の 見 直 し ①



• ICTを活用して、
利用者の状態をア
セスメントした場
合の加算が施設さ
れました

３ ． （ １ ） ⑧ 生 活 機 能 向 上 連 携 加 算 の 見 直 し ①



Ⅰ 以下のいずれかに該当すること。

①介護福祉士 8 0 %以上

②勤続 1 0年以上介護福祉士 3 5％以上

Ⅱ 介護福祉士 6 0 %以上

Ⅲ 以下のいずれかに該当すること。

①介護福祉士 5 0 %以上

②常勤職員 6 0 %以上

③勤続 7年以上の者が 3 0 %以上

Ⅰ 2 2単位 /回 （日 ）

Ⅱ 1 8単位 /回 （日 ）

Ⅲ 6単位 /回 （日 ）

４ ． （ １ ） ③ サ ー ビ ス 提 供 体 制 強 化 加 算 の 見 直 し



• 夜勤職員配置加算
が見守り機器等の
導入により、要件
が緩和されます

４ ． （ ２ ） ① 見 守 り 機 器 等 を 導 入 し た 場 合 の 夜 勤 職 員 配 置 加 算 の 見 直 し



• 従来型の特養、
ショートで、見守り
機器等を導入する
と、夜勤の体制が、
常勤換算になり、
緩和されます

• 慎重に！

４ ． （ ２ ） ② 見 守 り 機 器 等 を 導 入 し た 場 合 の 夜 間 に お け る 人 員 配 置 基 準

の 緩 和



• 20人以上の併設
ショートでも、看護
師を常勤で配置し
なくともよくなり
ます

• ただし、加算に注
意

４ ． （ ２ ） ⑫ 看 護 職 員 の 配 置 基 準 の 見 直 し



• 食費の基準費用額
が、１４４５円にな
ります

６ ． ③ 基 準 費 用 額 の 見 直 し



⚫ 基本報酬は、アップです

⚫ サービス提供体制強化加算の算定要件の変更に注意が必要です

⚫ 見守り機器等の導入により、従来型の夜勤配置が緩和されますが、適用
には慎重に。

⚫ ２０床以上の併設型ショートで、常勤看護職１の縛りがなくなります

⚫ 食事の基準費用額が１４４５円になります

ココがポイント！



ご清聴ありがとうございました


